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活動状況

【
古
代
史
部
会
活
動
状
況
】

　

本
年
度
の
古
代
史
部
会
は
、
博
士
課
程
前
期
四
名
・
後
期
二
名
の
計
六

名
で
研
究
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

佐
藤
長
門
先
生
の
演
習
で
は『
九
暦
』、田
中
史
生
先
生
の
演
習
で
は『
入

唐
五
家
伝
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の
校
訂
と
講
読
を
通
し
て
平
安
時
代
の
政

務
儀
礼
お
よ
び
密
教
僧
の
動
向
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
佐
藤
信
先
生
の

講
義
で
は
『
類
聚
三
代
格
』
を
講
読
し
て
お
り
、
先
生
の
幅
広
い
見
識
を

積
極
的
に
吸
収
し
つ
つ
、
格
の
検
討
を
通
じ
て
古
代
日
本
の
社
会
的
様
相

の
解
明
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
石
上
英
一
先
生
の
講
義
で
は
、
前

近
代
奄
美
諸
島
関
係
画
像
史
料
を
素
材
と
し
て
史
料
学
を
教
え
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

各
演
習
・
講
義
に
加
え
、
毎
週
月
曜
に
は
学
位
申
請
論
文
や
論
文
投
稿

の
準
備
な
ど
を
中
心
と
す
る
研
究
会
を
開
催
し
、
活
発
な
議
論
を
繰
り
広

げ
て
い
る
。
ま
た
月
一
回
、
古
記
録
を
読
解
す
る
基
礎
力
を
養
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
有
志
の
院
生
が
集
い
、『
権
記
』
を
講
読
し
て
い
る
。

　

夏
の
巡
見
旅
行
は
八
月
二
十
九
～
三
十
一
日
に
秋
田
・
山
形
両
県
で
実

施
し
た
。
当
地
の
大
学
お
よ
び
自
治
体
関
係
者
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
古
代

東
北
地
方
の
遺
跡
や
出
土
文
字
資
料
を
実
見
し
、
官
衙
等
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
た
。
合
宿
は
九
月
十
九
・
二
十
日
に
神
奈
川
県
三
浦

市
の
サ
ン
ポ
ー
ト
み
さ
き
に
お
い
て
実
施
し
、
各
自
の
研
究
成
果
を
報
告

し
た
。

　

本
年
度
も
所
属
院
生
が
国
史
学
会
や
歴
史
学
研
究
会
卒
論
報
告
会
な
ど

学
内
外
の
学
会
で
幾
度
か
研
究
報
告
を
お
こ
な
う
機
会
を
い
た
だ
い
た
。

今
後
も
積
極
的
に
院
生
同
士
で
切
磋
琢
磨
し
、
さ
ら
に
は
学
外
の
研
究
者

と
の
交
流
を
深
め
、
学
内
外
の
学
会
・
研
究
会
で
の
研
究
報
告
、
学
術
雑

誌
に
論
文
を
投
稿
す
る
な
ど
、
研
究
活
動
を
い
っ
そ
う
盛
ん
に
す
る
よ
う

努
め
た
い
。

（
西
村
健
太
郎
）

【
中
世
史
部
会
活
動
状
況
】

　

今
年
度
の
中
世
史
部
会
は
、
千
々
和
到
先
生
・
池
上
裕
子
先
生
・
榎
原

雅
治
先
生
・
矢
部
健
太
郎
先
生
・
近
藤
好
和
先
生
、
以
上
五
名
の
先
生
方

よ
り
ご
指
導
を
頂
い
た
。

　

千
々
和
先
生
の
演
習
で
は
、昨
年
に
引
き
続
き
本
学
図
書
館
所
蔵
の「
久

我
家
文
書
」
を
講
読
し
、
主
に
平
頼
盛
の
遺
領
で
あ
る
池
大
納
言
家
領
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
担
当
文
書
を
決
め
て
の
報
告
は
も
ち
ろ
ん
、
古

文
書
を
実
見
し
刊
本
と
の
比
較
を
行
う
な
ど
の
調
査
活
動
も
展
開
し
た
。

ま
た
、
夏
に
は
山
名
隆
弘
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
福
島
県
い
わ
き
市
周
辺

の
史
跡
や
相
馬
の
野
馬
追
の
見
学
も
行
い
、
東
北
の
中
世
史
へ
の
理
解
を

深
め
た
。
ま
た
、
各
自
の
研
究
報
告
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

池
上
先
生
の
講
義
で
は
『
戦
国
遺
文　

後
北
条
氏
編
』
を
講
読
し
て
い

る
。
戦
国
期
東
国
の
在
地
社
会
に
お
い
て
の
政
治
・
経
済
活
動
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
る
側
面
か
ら
考
察
が
加
え
ら
れ
、
討
論
が
行
わ
れ
た
。
夏
に
は

東
京
都
青
梅
市
の
三
田
氏
関
連
史
跡
等
を
巡
見
し
、
調
査
の
手
法
を
学
ぶ

と
共
に
現
代
に
残
る
中
世
の
石
造
物
・
古
文
書
等
に
ふ
れ
た
。

　

榎
原
先
生
の
講
義
で
は
『
満
済
准
后
日
記
』
の
講
読
を
行
っ
て
い
る
。
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永
享
６
年
の
記
事
を
中
心
に
、
背
景
と
な
る
室
町
時
代
の
政
治
動
向
や
社

会
情
勢
、
遣
明
船
の
派
遣
な
ど
と
い
っ
た
対
外
関
係
に
お
け
る
幕
府
の
事

業
に
つ
い
て
の
多
様
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

　

矢
部
先
生
の
演
習
で
は
ゼ
ミ
生
各
自
の
研
究
報
告
に
加
え
て
、『
豊
臣

秀
吉
文
書
集
』
を
輪
読
し
て
い
る
。
今
年
度
は
天
正
９
年
段
階
の
文
書
を

中
心
に
読
み
進
め
、
織
田
政
権
下
の
政
策
や
秀
吉
の
中
国
地
方
で
の
活
動

に
つ
い
て
、
活
発
に
討
論
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、『
国
家
珍
宝
帳
』
を
読
み
解
き
、
古
代
の
刀
剣
や
弓
矢
を
は
じ

め
と
し
た
武
具
に
つ
い
て
考
察
す
る
、
近
藤
先
生
の
講
義
も
開
講
さ
れ
て

い
る
。

　

以
上
、
簡
単
で
は
あ
る
が
各
演
習
・
講
義
の
内
容
や
活
動
状
況
を
記
し

た
。
今
年
度
は
院
生
の
投
稿
論
文
の
雑
誌
掲
載
に
加
え
て
、
学
内
外
の
研

究
会
で
の
報
告
が
数
多
く
行
わ
れ
た
上
、博
士
論
文
提
出
者
も
二
名
お
り
、

全
体
的
に
良
好
な
研
究
環
境
が
維
持
で
き
た
印
象
を
受
け
る
。
こ
れ
か
ら

も
、
よ
り
活
発
な
研
究
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
ゆ
き

た
い
。

（
楠
美
佳
奈
）

【
近
世
史
部
会
活
動
状
況
】

　

本
年
度
の
近
世
史
部
会
は
、
博
士
課
程
前
期
三
名
・
博
士
課
程
後
期
三

名
、
特
別
研
究
生
一
名
・
特
別
研
究
員
一
名
の
計
八
名
が
在
籍
し
、
根
岸

茂
夫
先
生
、
吉
岡
孝
先
生
、
佐
藤
孝
之
先
生
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教

授
）、
大
友
一
雄
先
生
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）
の
演
習
・
講
義
を

通
じ
、
日
々
研
鑽
を
積
ん
で
い
る
。

　

根
岸
先
生
は
今
年
度
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
で
あ
る
た
め
、
授
業
は
受
け
持
た

れ
て
い
な
い
が
、
毎
週
行
わ
れ
る
ゼ
ミ
生
の
研
究
発
表
の
場
で
、
論
文
作

成
や
学
会
で
の
報
告
準
備
に
関
し
て
ご
指
導
を
頂
い
て
い
る
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
始
ま
っ
た
吉
岡
先
生
の
講
義
で
は
、
八
王
子
千
人

同
心
の
小
島
隆
蔵
が
第
二
次
長
州
征
討
時
の
将
軍
家
茂
進
発
に
従
軍
し
た

際
の
記
録
、「
御
進
発
御
供
日
記
」
を
使
用
し
、
同
史
料
の
翻
刻
・
考
察

を
持
ち
回
り
で
行
い
、
討
論
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
状
況
を
分
析
し
て
い

る
。

　

佐
藤
先
生
の
演
習
は
、
昨
年
に
続
い
て
上
野
国
山
中
領
の
山
村
地
域
の

史
料
を
読
解
し
、
近
世
期
の
山
村
に
お
け
る
生
活
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

た
。
さ
ら
に
夏
期
休
暇
中
に
は
、
授
業
史
料
の
該
当
地
域
で
あ
る
群
馬
県

上
野
村
に
て
古
文
書
調
査
を
行
い
、
そ
の
調
査
史
料
を
用
い
て
後
期
に
報

告
も
行
っ
た
。

　

大
友
先
生
の
講
義
で
も
、
昨
年
か
ら
引
き
続
き
、
信
濃
国
松
代
真
田
家

文
書
の
「
公
用
方
頭
取
日
記
」
を
使
用
し
、
九
代
藩
主
真
田
幸
貫
が
幕
府

老
中
に
就
任
し
た
時
期
の
真
田
家
の
職
務
や
状
況
を
、
公
用
方
の
記
録
か

ら
検
討
し
た
。

　

こ
の
他
、
夏
の
合
宿
を
八
月
二
十
三
～
二
十
五
日
に
長
野
県
松
本
市
で

実
施
し
た
。
二
十
三
・
二
十
四
日
は
各
自
の
研
究
成
果
を
報
告
し
、
二
十

五
日
に
は
松
本
市
文
書
館
に
て
史
料
調
査
を
行
っ
た
。

　

本
年
度
も
所
属
院
生
が
、
国
史
学
会
や
地
方
史
研
究
協
議
会
の
卒
業
論

文
報
告
会
、
院
生
報
告
会
な
ど
、
学
内
外
の
学
会
で
研
究
報
告
を
行
う
機
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会
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
院
生
各
自
が
研
究
を
進
め
、
論
文
の
作

成
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
外
部
の
学
会
へ
の
参
加
と
い
っ
た
活
動
・
交
流

を
通
し
、
研
究
活
動
の
益
々
の
発
展
を
図
っ
て
い
る
。

（
齊
藤
み
の
り
）

【
近
現
代
史
部
会
活
動
状
況
】

　

本
年
度
の
近
現
代
史
部
会
は
、
博
士
課
程
三
名
、
修
士
課
程
五
名
、
特

別
研
究
生
二
名
で
、
上
山
和
雄
先
生
、
櫻
井
良
樹
先
生
、
樋
口
秀
実
先
生

の
ご
指
導
を
受
け
て
い
る
。
演
習
で
は
、
各
自
の
研
究
発
表
の
他
、
角
田

敬
三
郎
文
書
（
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
）
の
輪
読
を
行
っ
て
い
る
。

　

学
外
で
は
、
首
都
圏
形
成
史
の
研
究
会
に
参
加
し
、
研
究
に
生
か
す
べ

く
研
鑽
を
積
み
、
他
大
学
の
先
生
方
や
各
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る

様
々
な
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
と
の
交
流
を
行
っ
た
。
ま
た
学
内
で
も
院
生

会
の
報
告
会
に
参
加
し
、
積
極
的
な
研
究
報
告
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
夏
合
宿
で
は
、
修
士
論
文
の
構
想
報
告
会
を
行

う
と
と
も
に
、
宮
城
県
栗
原
市
の
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園
・
く
り
で
ん

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
岩
手
県
盛
岡
市
の
原
敬
記
念
館
・
盛
岡
先
人
記
念
館
を

訪
れ
た
。
夏
合
宿
で
は
実
際
に
赴
い
た
現
地
の
文
化
に
触
れ
、
ま
た
展
示

物
の
見
学
を
通
し
て
、
今
後
の
研
究
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　

栗
原
市
の
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園
・
く
り
で
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

本
史
部
の
卒
業
生
に
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。く
り
は
ら
田
園
鉄
道
と
い
う
、

細
倉
鉱
山
と
町
を
つ
な
ぎ
、
鉱
山
の
閉
山
と
と
も
に
廃
線
と
な
っ
て
い
っ

た
鉄
道
の
、
実
際
に
残
さ
れ
た
建
物
や
車
両
、
線
路
と
い
っ
た
室
内
だ
け

で
な
く
野
外
展
示
も
含
め
て
興
味
深
く
見
学
し
た
。
盛
岡
市
で
は
原
敬
記

念
館
・
盛
岡
先
人
記
念
館
を
見
学
し
、
原
敬
を
初
め
と
す
る
盛
岡
が
生
ん

だ
偉
人
に
つ
い
て
改
め
て
史
料
と
展
示
で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に

く
り
で
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
今
年
の
四
月
に
開
館
し
た
博
物
館
で
あ
り
、

近
代
史
と
切
り
離
せ
な
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
鉄
道
と
鉱
山
に
つ
い
て
考

え
る
上
で
日
本
の
近
代
化
を
考
え
る
上
で
の
一
助
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

以
上
、
簡
単
に
で
は
あ
る
が
演
習
お
よ
び
夏
合
宿
に
お
け
る
活
動
に
つ

い
て
紹
介
し
た
。
今
年
度
は
政
治
史
か
ら
軍
事
史
、
文
化
史
や
思
想
史
と

ゼ
ミ
内
に
お
い
て
テ
ー
マ
が
多
様
で
あ
る
。
そ
の
た
め
各
々
違
う
分
野
の

視
点
か
ら
意
見
交
換
が
で
き
、
研
究
の
視
野
が
広
が
り
や
す
い
。
今
後
も

積
極
的
に
意
見
を
交
わ
し
、
多
角
的
な
研
究
を
行
い
た
い
。（

山
下
春
菜
）

【
考
古
学
部
会
活
動
報
告
】

　

本
年
度
の
考
古
学
コ
ー
ス
に
は
三
つ
の
演
習
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
谷

口
康
浩
先
生（
日
本
先
史
考
古
学
）の
演
習
に
は
、博
士
課
程
前
期
二
名
・

特
別
研
究
生
一
名
、
古
谷
毅
先
生
（
日
本
歴
史
考
古
学
）
の
演
習
に
は
、

博
士
課
程
前
期
五
名
・
博
士
課
程
後
期
二
名
、
大
貫
静
夫
先
生
（
中
国
考

古
学
）
の
演
習
に
は
、
博
士
課
程
後
期
二
名
の
計
十
二
名
が
在
籍
し
て
い

る
。

　

日
本
先
史
考
古
学
を
中
心
と
し
た
谷
口
先
生
の
演
習
で
は
、
多
様
化
す

る
考
古
学
研
究
の
理
論
的
立
場
と
研
究
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
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め
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
優
れ
た
研
究
論
文
を
取
り
上
げ
、
批
評
・
討
論
を

行
っ
て
い
る
。日
本
歴
史
考
古
学
を
中
心
と
し
た
古
谷
先
生
の
演
習
で
は
、

古
墳
・
歴
史
時
代
の
研
究
史
を
、
論
文
購
読
を
通
し
て
御
教
授
い
た
だ
く

と
共
に
、
各
自
の
研
究
発
表
を
通
し
て
討
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
中
国
考

古
学
を
中
心
と
し
た
大
貫
先
生
の
演
習
で
は
、
中
国
を
中
心
と
し
た
東
ア

ジ
ア
の
考
古
学
を
対
象
と
し
て
、
講
義
と
各
自
の
研
究
発
表
を
通
し
た
討

議
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

演
習
以
外
に
も
、
複
数
の
講
義
が
開
講
さ
れ
て
お
り
、
専
攻
生
は
自
ら

の
関
心
に
基
づ
き
多
方
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、考
古
学
関
係
の
専
門
職
員
の
養
成
を
目
的
に
開
講
さ
れ
て
い
る「
考

古
学
実
習
Ａ
・
Ｂ
」
の
授
業
で
は
、
長
期
休
暇
を
利
用
し
た
発
掘
調
査
を

通
し
て
、
今
日
の
遺
跡
発
掘
調
査
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
高
精
度
の
測
量

機
材
や
、
科
学
的
手
法
を
用
い
た
分
析
な
ど
を
実
践
的
に
学
ん
で
い
る
。

ま
た
、
発
掘
調
査
を
主
体
的
に
統
括
・
運
営
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
や
、

報
告
書
作
成
の
際
に
必
要
と
な
る
発
掘
成
果
を
統
括
す
る
力
な
ど
も
学

べ
、
発
掘
を
総
合
的
に
捉
え
る
視
野
を
養
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
今
年
度
よ
り
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
事
業
団
と
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
協
定
が
結
ば
れ
、
夏
季
休
暇
中
に
二
名
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
た
。
行
政
発
掘
現
場
の
管
理
・
運
営
方
法
や
調
査
員
と
し
て
必
要

な
知
識
・
技
能
を
、
実
際
の
現
場
で
の
作
業
を
体
験
し
な
が
ら
学
べ
、
専

門
職
員
養
成
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
に
課
外
活
動
と
し
て
、
学
会
で
の
発
表
や
論
文
発
表
、
他
大
学

の
考
古
学
専
攻
生
と
の
意
見
・
知
識
の
交
換
な
ど
、
広
い
視
野
で
自
ら
の

研
究
を
深
め
る
努
力
を
し
て
い
る
。

（
長
嶋
幹
也
）

【
外
国
史
部
会
活
動
報
告
】

　

本
年
度
の
外
国
史
学
コ
ー
ス
は
、
東
洋
史
を
専
攻
す
る
博
士
課
程
前
期

一
名
の
計
一
名
が
在
籍
し
て
お
り
、
金
子
修
一
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
研

究
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

金
子
先
生
の
ゼ
ミ
で
は
、
漢
文
史
料
の
読
解
力
養
成
を
目
的
と
し
て
、

唐
・
張
九
齢
の
『
曲
江
集
』
巻
八
～
十
二
の｢

勅
書｣

部
分
を
白
文
か
ら

講
読
し
て
い
る
。
五
名
（
う
ち
一
名
が
特
別
研
究
員
、
三
名
が
聴
講
生
）

の
受
講
者
が
順
に
条
文
を
担
当
し
、
本
文
の
校
訂
・
訓
読
・
訳
注
・
史
料

に
関
わ
る
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
本
年
度
で
、『
曲
江
集
』
を
読
み
始
め

て
か
ら
六
年
目
と
な
り
、
い
よ
い
よ
最
終
で
あ
る
巻
十
二
ま
で
読
み
終
え

る
事
が
で
き
た
。『
曲
江
集
』
の｢

勅
書｣

を
読
み
終
え
て
、
玄
宗
期
の

開
元
二
十
年
代
前
半
に
お
け
る
唐
王
朝
と
、
辺
境
に
及
ぶ
ま
で
の
周
辺
諸

国
と
の
外
交
関
係
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
事
が
で
き
た
と
感
じ
る
。『
曲

江
集
』
の｢

勅
書｣

を
読
み
終
え
た
後
は
、
巻
十
三
～
十
四
の｢

賀
状｣

を
新
た
に
読
み
進
め
る
予
定
で
い
る
。
加
え
て
、
自
主
ゼ
ミ
と
し
て
引
き

続
き
『
曲
江
集
』
を
巻
十
か
ら
再
読
し
、
巻
十
の
前
半
部
分
の
再
検
討
は

次
号
の
『
史
学
研
究
集
録
』
に
て
発
表
す
る
予
定
で
い
る
。
ご
一
読
頂
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
巻
十
の
後
半
部
分
以
降
も
随
時
発
表
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
東
洋
史
の
講
義
と
し
て
は
、
学
習
院
大
学
の
鶴
間
和
幸
先
生
を
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お
迎
え
し
、
鶴
間
先
生
が
現
在
ご
執
筆
中
の
原
稿
を
も
と
に
し
て
、
古
代

中
国
に
か
つ
て
存
在
し
た
数
多
く
の
小
規
模
国
家
の
様
相
を
、
そ
の
独
立

性
・
経
済
力
・
外
交
術
に
よ
っ
て
、
小
国
が
存
続
す
る
た
め
の
知
恵
や
、

ま
た
周
辺
国
に
及
ぼ
し
た
影
響
力
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
を
見

て
い
る
。
小
国
の
観
点
か
ら
古
代
中
国
の
動
向
を
見
て
い
く
事
が
で
き
る

た
め
、
新
た
な
発
見
が
非
常
に
多
く
あ
り
、
古
代
中
国
の
趨
勢
を
一
新
す

る
よ
う
な
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
学
外
の
活
動
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
学
外
参
加
や
研
究
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
よ
り
質
を
高
め
た
多
く
の
研
究
成
果
を
公
表
で
き
る
よ

う
努
力
を
重
ね
て
参
り
た
い
。

（
沼
澤
由
貴
）

【
歴
史
地
理
部
会
活
動
状
況
】

　

歴
史
地
理
学
で
は
、
毎
週
木
曜
日
の
六
～
七
時
限
目
の
時
間
帯
に
ゼ
ミ

を
行
っ
て
い
る
。
吉
田
敏
弘
教
授
の
指
導
の
も
と
、
大
学
院
生
二
名
に
加

え
て
、
歴
史
地
理
学
ゼ
ミ
の
先
輩
方
を
お
呼
び
し
、
各
個
人
の
研
究
発
表

を
行
い
、
意
見
を
交
換
し
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
研
究
が
よ
り
よ
い
も
の
に

な
る
よ
う
日
々
研
鑽
を
積
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
林
和
夫
先
生
の
ゼ
ミ
で
は
、
明
治
期
に
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人

の
手
記
か
ら
当
時
の
日
本
の
景
観
を
考
え
る
と
い
う
内
容
で
、
歴
史
地
理

学
的
な
研
究
方
法
に
つ
い
て
を
学
ん
で
い
る
。

　

今
年
度
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
那
智
参
詣
曼
荼
羅
巻
子
本
の
復

元
を
目
標
と
し
た
調
査
研
究
に
、
歴
史
地
理
学
ゼ
ミ
一
同
で
取
り
組
ん
で

い
る
。こ
の
巻
子
本
の
調
査
は
今
ま
で
数
度
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
今
回
の
調
査
で
は
、
東
京
文
化
財
研
究
所
の
ご
協
力
で
、
赤
外

線
写
真
や
蛍
光
Ｘ
線
写
真
と
い
っ
た
特
殊
な
撮
影
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

新
た
な
事
実
の
発
見
を
試
み
た
。
特
に
そ
の
う
ち
の
赤
外
線
写
真
に
よ
っ

て
、
カ
ラ
ー
写
真
や
原
本
を
用
い
た
今
ま
で
の
調
査
で
は
見
え
な
か
っ
た

紙
の
切
断
跡
・
加
筆
部
分
が
可
視
化
さ
れ
、
巻
子
本
原
本
復
元
に
関
し
て

大
き
な
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
ら
の
詳
細
な
調
査
結
果
に

つ
い
て
は
、
現
在
報
告
書
を
作
成
中
で
あ
り
、
今
年
度
末
に
発
行
の
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
例
年
と
同
じ
く
、
岩
手
県
一
関
市
大
東
町
の
京
津

畑
地
区
の
現
地
調
査
・
交
流
を
行
っ
て
い
る
。
同
地
区
の
近
世
の
様
子
を

復
元
す
る
た
め
の
聞
き
取
り
調
査
・
日
本
で
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
て
い

る
農
法
「
冬
水
田
ん
ぼ
」
を
実
践
し
た
学
習
田
で
の
田
植
え
／
稲
刈
り
体

験
・
京
津
畑
神
楽
の
体
験
と
、
交
流
を
中
心
に
、
大
学
の
ゼ
ミ
な
ら
で
は

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
学
ん
で
い
る
。

　

毎
年
二
月
を
中
心
に
不
定
期
で
行
っ
て
い
る
、
井
上
荘
か
ら
粉
河
東
村

（
和
歌
山
県
紀
の
川
市
）
の
中
世
水
利
系
統
に
関
わ
る
調
査
も
、
今
年
も

継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。
現
地
の
方
か
ら
の
聞
き
取
り
を
中
心
に
、
荘
園

絵
図
や
文
書
に
描
か
れ
て
い
る
中
世
農
村
の
姿
の
復
元
を
試
み
て
い
る
こ

の
調
査
は
、
私
た
ち
大
学
院
生
両
名
の
研
究
テ
ー
マ
に
と
て
も
近
い
も
の

で
あ
り
、
こ
こ
で
の
経
験
を
自
分
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
へ
と
活
用
し
て
い

き
た
い
。

（
田
中
友
貴
）
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【
博
物
館
学
部
会
活
動
報
告
】

　

本
年
度
の
博
物
館
学
コ
ー
ス
は
、
博
士
課
程
前
期
十
七
名
、
博
士
課
程

後
期
八
名
、
特
別
研
究
生
三
名
が
在
籍
し
て
お
り
、
青
木
豊
先
生
に
よ
る

演
習
の
他
、
鷹
野
光
行
先
生
（
博
物
館
史
特
論
）、
落
合
知
子
先
生
（
博

物
館
学
専
門
実
習
）、
矢
島
國
雄
先
生
（
欧
米
博
物
館
史
特
論
）、
栗
原
裕

司
先
生
（
博
物
館
関
係
法
規
特
論
）、
駒
見
和
夫
先
生
（
博
物
館
教
育
活

動
特
論
）、
井
上
洋
一
先
生
（
博
物
館
経
営
特
論
）、
高
橋
信
裕
先
生
（
展

示
工
学
特
論
）、
原
田
一
敏
先
生
（
博
物
館
資
料
論
特
論
Ａ
Ⅰ
）、
池
田
宏

先
生
（
博
物
館
資
料
論
特
論
Ａ
Ⅱ
）、
小
川
直
之
先
生
（
博
物
館
資
料
論

特
論
Ｂ
Ⅰ
）、
前
川
公
秀
先
生
（
博
物
館
資
料
論
特
論
Ｂ
Ⅱ
）
を
講
師
に

迎
え
る
な
ど
、
充
実
し
た
講
師
陣
の
も
と
で
博
物
館
学
を
幅
広
く
学
ん
で

い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
通
常
授
業
以
外
に
も
、
国
内
博
物
館
の
学
芸
員

や
、
中
国
・
韓
国
か
ら
招
聘
し
た
海
外
の
研
究
者
に
よ
る
特
別
講
義
も
定

期
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

本
コ
ー
ス
で
は
、
文
部
科
学
省
「
組
織
的
な
大
学
院
教
育
改
革
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択
さ
れ
た
、「
高
度
博
物
館
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

後
継
事
業
と
し
て
、
本
年
度
よ
り
「
醸
造
・
蒸
留
博
物
館
調
査
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
国
内
各
地
の
醸
造
・
蒸
留
博
物
館
を
、
担
当
す
る
都
道
府

県
ご
と
に
分
か
れ
て
調
査
を
行
い
、
各
自
が
報
告
書
を
纏
め
た
。
現
在
、

調
査
成
果
を
『
醸
造
・
蒸
留
博
物
館
事
典
』
と
し
て
発
刊
す
る
た
め
、
編

纂
作
業
中
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
九
年
度
の
博
物
館
学
専
門
実
習
は
、
八
月
十
日
～
十
六
日
ま

で
秋
田
県
横
手
市
の
雄
物
川
郷
土
資
料
館
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。
横
手

市
教
育
委
員
会
の
協
力
の
も
と
、
院
生
が
主
体
と
な
り
「
和
鏡
の
文
化
史

―
黒
曜
石
の
鏡
か
ら
魔
鏡
ま
で
―
」
と
題
し
た
特
別
展
の
展
示
作
業
を

行
っ
た
。
今
回
の
特
別
展
に
際
し
て
は
、
事
前
に
展
示
構
想
か
ら
パ
ネ
ル

類
の
作
成
ま
で
を
準
備
し
、
現
地
で
展
示
作
業
を
行
っ
た
が
、
実
習
最
終

日
の
十
六
日
に
は
無
事
特
別
展
の
開
催
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

本
年
は
、
本
学
の
博
物
館
学
講
座
が
開
設
六
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
、

こ
れ
を
記
念
し
「
博
物
館
関
係
院
友
集
い
の
会
」
が
開
か
れ
る
予
定
で
あ

る
。
我
々
院
生
も
、
全
国
各
地
の
博
物
館
で
活
躍
さ
れ
る
院
友
学
芸
員
に

続
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
一
層
研
究
に
励
み
た
い
。（

池
下
寛
人
）

【
美
学
美
術
部
会
活
動
報
告
】

　

本
年
度
の
美
学
・
美
術
史
コ
ー
ス
は
、
博
士
課
程
前
期
六
名
、
博
士
課

程
後
期
六
名
、
特
別
研
究
生
二
名
の
計
十
四
名
が
所
属
し
て
い
る
。
ゼ
ミ

は
、
美
学
、
西
洋
美
術
史
、
日
本
美
術
史
の
三
専
攻
か
ら
な
り
、
西
村
清

和
先
生
（
美
学
）、
小
池
寿
子
先
生
（
西
洋
美
術
史
）、
藤
澤
紫
先
生
（
日

本
美
術
史
）
の
ご
指
導
の
も
と
に
、
日
々
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

美
学
美
術
史
コ
ー
ス
で
は
、
美
学
に
お
け
る
思
想
や
概
念
、
西
洋
美
術

史
や
日
本
美
術
史
に
お
け
る
絵
画
・
工
芸
・
音
楽
・
舞
台
芸
術
な
ど
の
文

化
と
、
研
究
分
野
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
も
研
究
の
主
体
は
個
人
に

あ
り
、研
究
に
必
要
な
資
料
の
収
集
や
作
品
調
査
な
ど
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
も
随
時
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、
各
ゼ
ミ
で
の
演
習
発

表
や
、
学
会
発
表
、
論
文
投
稿
に
て
提
示
し
て
い
る
。
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ま
た
、
月
末
に
は
三
つ
の
ゼ
ミ
が
集
ま
る
合
同
ゼ
ミ
、
コ
ロ
キ
ウ
ム
に

て
研
究
発
表
を
行
っ
て
い
る
。
一
度
に
発
表
す
る
人
数
は
一
、
二
名
で
、

一
人
あ
た
り
に
充
分
な
時
間
を
と
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
特
化
し
た
ゼ

ミ
生
か
ら
の
指
摘
や
疑
問
を
受
け
る
こ
と
で
、
発
表
者
・
質
問
者
両
者
が

相
互
影
響
す
る
よ
う
な
、
さ
ら
な
る
研
究
の
発
展
を
目
指
し
て
い
る
。

　

講
義
に
お
い
て
も
、
美
学
・
美
術
史
に
携
わ
る
、
第
一
線
に
お
ら
れ
る

方
々
を
講
師
に
お
招
き
し
て
お
り
、
各
学
生
の
専
攻
す
る
分
野
の
専
門
性

を
高
め
る
と
と
も
に
、
専
門
外
の
分
野
も
積
極
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

環
境
に
あ
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ゼ
ミ
で
の
演
習
発
表
や
各
講
義
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

成
果
・
知
識
に
よ
っ
て
、
今
年
度
も
、
本
学
で
開
催
さ
れ
た
美
学
会
全
国

大
会
な
ど
に
お
い
て
、
学
生
が
学
会
発
表
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学

会
発
表
に
基
づ
い
た
、
学
会
誌
へ
の
論
文
投
稿
も
期
待
さ
れ
る
。

　

学
生
の
研
究
発
展
の
た
め
、
美
学
・
美
術
史
コ
ー
ス
の
さ
ら
な
る
発
展

の
た
め
に
も
、
今
後
も
継
続
し
た
積
極
的
な
研
究
態
度
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

（
三
宅
香
菜
子
）


